
平成３１年２月の定期点検要領改定により、ドローンや高性能カメラ等の「点検

支援技術」が活用可能となりました。また橋長が短く、橋の下を人が通行すること

の無い「特定の溝橋」については点検が合理化・簡略化されました。 

本講習会は、地方自治体職員を対象とした点検支援技術と溝橋点検の講習会を室

内講義及び現地での実演により、以下のとおり開催しました。 
 

＜開催概要＞ 

東濃地区 
令和元年８月２６日（月） 恵那市内 

県及び４市町村及び１民間企業の３５名が参加 

飛騨地区 
令和元年９月１８日（水） 飛騨市内及び高山市内 

県及び６市町村及び５民間企業の１８名が参加 

西濃地区 
令和元年９月１９日（木） 瑞穂市内 

県及び１３市町村及び８民間企業の３８名が参加 
 

＜実施内容・紹介技術＞ 

 東濃地区 飛騨地区 西濃地区 
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溝橋点検の実演 

遠方のひび割れの
記録ｼｽﾃﾑ 

全天球ｶﾒﾗによる 
画像撮影と診断の実演 

点検支援技術を用いた橋梁点検講習会 

ﾄﾞﾛｰﾝによる 
点検画像配信技術 

地上ﾚｰｻﾞｰによる 
点群ﾃﾞｰﾀ・ﾊﾟﾉﾗﾏ画像 

RC 床版のひび割れを
記録する撮影ｼｽﾃﾑ 

ｳｪﾗﾌﾞﾙｶﾒﾗによる 
撮影の実演 

ﾄﾞﾛｰﾝの機体性能の説明 

ﾄﾞﾛｰﾝによる近接目視 
代替点検の実演 




